
 
 
 
 
 
 
 

第 1526 回例会 20 年 4月 21 日(月) 
 12：30～ 海南商工会議所４F  

              

１．開会点鐘       
２．ロータリーソング  「奉仕の理想」 
３．ゲスト紹介 社会保険労務士   知久 一様 

４．お客様紹介 米山奨学生     呉 育羅様 

ビジター 高野山 RC 亀岡弘明様 

 

５．出席報告  

会員総数69名 出席者数47名 出席免除会員1名 

  出席率 69.12％ 前回修正出席率 66.18％ 

 

６．会長スピーチ      会長 山名正一君 

 ゲストスピーカーの 知

久－さま、ようこそお越し

くださいました。後ほど、

卓話よろしくお願いいたし

ます。 
米山奨学生の 呉育羅さま、

お久し振りです。ビジター

の亀岡弘昭さまご苦労様で

す。 
 先週、GSE の皆様が英国

ウェールズより来訪され、海南 RC・海南西 RC・海

南東 RC による３クラブの合同歓迎例会が開催され

ました 出席は勿論のこと、ご協力いただきました会

員皆様、有難うございました。特にホームステイをお

引き受けいただきました辻様、山畑様、ご苦労様でし

た。 
 １６日に次の訪問地である有田、御坊の方に引き継

がせていただきました。花田さん期間中ご苦労様でし

た。団員の皆様も３CB との好意と友情を感じつつ帰

国されることと思います。 
 ４月２７日の日曜日は今年度最後の社会奉仕「タン

ポポの会」が行われます。知的障害者にとって初めて

思いますが、マリーナシティにおいてカヌー乗船等を

体験していただきます。解除等が必要ですので、多く

の皆様のご参加をお願いいたします。 
 ４月２８日の例会終了後、ガバナー補佐の井脇さま

同席の元クラブ協議会となっています。クラブ役員・

理事・各委員会委員長の皆様、出席方よろしくお願い

いたします。 
当日までに、今年度の事業報告、提案等、纏めていた

だくようお願いいたします。 
 

７．幹事報告        幹事 上芝良造君 

○例会臨時変更のお知らせ 
高野山 RC    

4 月 25 日（金）→4 月 23 日（水） 
２クラブ交流例会 
（於 高野山） 

○休会のお知らせ 
 新宮ＲＣ     4 月 30 日（水） 

 海南ＲＣ     4 月 30 日（水） 

 高野山ＲＣ    5 月 2 日（金） 

 橋本紀ノ川ＲＣ  5 月 6 日（火） 

 

８．委員会報告 

○社会奉仕委員会      委員長 山畑 弥生君 

海南たんぽぽの会との交流会(カ

ヌー、モーターボートの乗船体験と

アロマ・ハーブ石鹸作り) 

日時：平成 20 年 4 月 27 日(日) 

 10：00～14：00 

場所：和歌山セーリングセンター 
    （和歌山マリーナシティー・ディンギーマリーナ） 

 後援：障害者カヌー協会・和歌山支部 

皆さんの参加とご協力をお願いします。 

○ロータリー情報委員会     委員長 山東 剛一君 

5 月にＩ．Ｄ．Ｍ．の開催をお願いします。 

テーマは①出席率の向上について②会員増強につい

て③その他となっていますので、リーダーの方を中心

に日時、場所を決め、開催してください。 

○親睦活動委員会      委員長 魚谷 幸司君 

 5月25日(日)の家族例会 落語

家と行くなにわ探検クルーズ及び

「海遊館」について、親睦活動委

員の方は例会終了後、お集まりく

ださい。 

○野球部         キャプテン 寺下 卓君 

第 4 回海南市民総合体育大会・軟式野球(一般の部)

に出場します。試合は、5 月 11 日(日)10：00 から、
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海南高校グラウンドで行なわれます。選手の皆さんは

参加の準備をお願いします。また、皆さんの応援もよ

ろしくお願いします。なお、同日は地区協議会の開催

と重なっていますので事前に調整をお願いします。 

 

９．ゲスト卓話      「井沢弥惣兵について」 

元和歌山県社会保険労務士会会長 知久 一 様 

本日はお招きをいただき、

有難うございます。私たち海

南出身の偉大な人物で日本の

土木治水工事の先駆者として、

多くの功績を残され、和歌山

県ではあまり一般には知られ

ていませんが、埼玉県では神

様の様に崇拝されている井沢

弥惣兵衛為永について、お話させていただきます。 

１ 略歴 

寛文３年（１６６３）紀伊の国溝の口に生まれる 

埼玉県見沼で

は承応３年（１

６５４）として

おり平成１７

年に井沢弥惣

兵衛生誕３５

０年記念式典

を盛大に挙行

している 

元禄３年（１６９０）紀伊藩２代藩主光貞公に召し出

され以後６代藩主宗直に至る２６年を藩

の勘定方として仕える 

元禄９年（１６９６）藤崎井開削（紀の川市藤崎～岩

出市今中 23 ㎞） 

宝永４年（１７０７）小田井開削（橋本市小田～和歌

山市黒谷 28 ㎞） 

同年亀の川改修新川完成（亀池掘削の準備

の為） 

宝永７年（１７１０）亀池完成（貯水量 540 万立方メ

ートル） 

享保７年（１７２２）紀伊藩主から将軍となった吉宗

に召し出され幕府の勘定方となり幕府直

轄の土木治水工事に従事 

享保１３年（１７２８）見沼干拓ならびに見沼代用水

を半年で完成 

享保１６年（１７３１）見沼通

船堀完成（パナマ運

河より１８０年ま

えに閘門式運河を

造る）江戸との物資

輸送に貢献 今も

稼働可 

元文３年（１７３８）野上八幡

宮に田地寄進（石高

４石１升３合） 

同年江戸にて没享年７６才 東京麹町「心

法寺」に葬る 

２ 話題 

①昭和３９年開催の東京オリンピックにあたり水の

需要を賄う為新しい水源を求めて近代科学の粋を

集めて調査したところ弥惣兵衛の取水口と全く同

じ場所であった 

②井沢弥惣兵衛の遺徳を顕彰するため生誕３５０年

記念に地元に等身大の銅像が建立され学童向けの

冊子が刊行された 

平成１７年見沼代用水の恩恵を受けている人々が

海南へ来訪 

③見沼代用水土地改良区理事長渡辺一郎さんは毎年

海南市野上新の井沢弥惣兵衛のお墓参りに来られ

ている 

④利根川大堰完成により代用水取水口に史跡公園建

設。井沢祠が祭られる。また通船堀は昭和５７年

国の史跡に指定 

⑤弥惣兵衛の墓は東京のほか埼玉県内に２か所、屋敷

神として市川家、大沢家ほかに祭られている 

⑥見沼代用水建設の人夫貧は壺に小銭をいれ握れる

だけ渡した 

 

10．閉会点鐘 

 

次回例会 

第 1527 回例会 平成 20 年 4 月 28 日（月） 

12:30～ 海南商工会議所４F 
会員卓話 中西秀文君 「ローターアクト」 

例会後 13:30～ ガバナー補佐訪問 
「クラブ協議会」 

 

 

 

 

谷口誠也君  地区大会記念

ゴルフ(シニア

の部)優勝トロ

フィーをいた

だき、有難うご

ざいました。 

深谷政男君  先週はＧＳＥ関係の皆様御世話にな

りありがとうございました。 

柳生享男君  事務所のみ、リサーチラボに移転しま

した。 

吉野 稔君  山名会長、御世話になりました。 

花田宗弘君  ＧＳＥの受入れ、御協力ありがとうご

ざいました。 

寺下 卓君  昨日、ゴルフコンペ優勝しました。知

久先生、本日の卓話、よろしくお願い

します。 

山田耕造君  今日は幹事の練習をさせていただき

ます。 

塩崎博司君  先週１５日、ＧＳＥで紀三井寺の山頂

ハイキングに参加し、下山して和歌浦

湾でヨットのセーリングを楽しみ、終

わって林さん宅で焼肉パーティを夜
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遅くまで楽しみました。花田さん、林

さんお世話になりました。 

山名正一君  知久先生、本日ようこそお越し下さい

ました。ご無理お願いして申し訳ござ

いません。 

辻 秀輝君  次男、健二郎が設計事務所を開設致し

ました。 

亀岡弘明様  今月も御世話になります。 

(高野山 RC) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シドニーで就学前教育が成果を発揮 
（『Rotary Down Under』から） 

発達科学と幼児教育の専門家によると、子どもの認

識力や社会的、情緒的な発育は、生まれた瞬間から始

まり、就学するずっと以前に家庭で継続されていくと

いうことです。このため、オーストラリア・ニューサ

ウスウェールズ州のシドニーロータリークラブ（Ｒ

Ｃ）では、近くの郊外にあるレペルーズ公立小学校で

実施されている画期的な幼児教育プログラムに、16

万ドルを寄付しました。 

この「親と子のためのホーム・インターアクショ

ン・プログラム」は、難民や移民をはじめ、オースト

ラリア各地の地域社会から疎外されている人々、その

ほかの恵まれない人々を対象としています。2年間の

カリキュラムを通じ

て、レペルーズ小学

校の専門家が、3歳か

ら 5 歳の子どもをも

つ親に、就学前の準

備として、言葉や社

交性なども含めたス

キルを子どもにどの

ように身につけさせ

るべきかを教えます。

親は、家庭での教師

として訓練を受けて、子どもを教えることに自信を覚

えるようになります。各家庭には、読み書きや算数に

親しめるよう、教育的な本やゲームも提供されます。 

「ロータリーのおかげで、レペルーズの子どもたちは、

学校でしっかり学び、就職し、自分の家を買い、健全

な成人としての人生を営んでいける可能性が増えま

した」とこのプログラムを運営するトニー・ニコルソ

ンさんは話します。 

シドニー・クラブ会員のゲリー・リースさんは、ク

ラブが、貧困の緩和と初等教育の普及を目指すこのプ

ロジェクトを支援していることに喜びを感じると語

ります。  

一方、レペルーズ・プログラムのコーディネーター

を務めるシェリ・ロングボトムさんは、同クラブの支

援に対し、次のように感謝の言葉を述べています。「シ

ドニー・クラブからの寄付は、本当にありがたいもの

です。おかげで、私たちはもっと多くの家族にこのプ

ログラムに参加してもらうことができます」 

 

 

 

 

 

４月は雑誌月間です。 

120 万人のロータリアンに貴重な情報を提供する

ロータリーの公式雑誌の世界的ネットワークを祝う

月です。 

ＲＩ細則により、全クラブ会員は、「ザ・ロータリ

アン」誌またはロータリー地域雑誌を購読することが

義務付けられています。ロータリーのリーダー、地区

ガバナー、クラブ会長は、記事を投稿したり、愛読を

推進したり、期日通りに購読料が支払われることを確

認したり、そのほかの連絡を援助するなどして、雑誌

編集者を支援するよう奨励されています。 

2008 年４月 12 日～13 日「地区大会」 
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ロータリー・ワールド・マガジン・プレスは 32 の

雑誌から成り、アフリカ、南北アメリカ、アジア、オ

ーストラリア、ヨーロッパ

において、23 カ国語で読者

に情報を提供し、感動を与

え、楽しませています。ロ

ータリーの主要雑誌（英語）

である「ザ・ロータリアン」

誌に加え、ほかにも「ビダ・

ロータリア」（アルゼンチ

ン）、「ロータリー・イン・

ブルガリア」、「ロータリー

の友」（日本）などが刊行さ

れています。 

次ロータリー年度明けに届く雑誌の折り込み記事

をご覧ください。この特別版では、グローバルな舞台

におけるロータリーの活動が特集される予定となっ

ています。  

2008-09 ロータリー年度の初めに発行される「ザ・

ロータリアン」誌に、国際的な特別ページが新たに加

えられます。この 8ページにわたる特別ページはすべ

ての公式ロータリー雑誌に掲載され、世界の舞台で行

われているロータリーの活動が特集される予定です。

トルコの雑誌、「Rotary Dergisi」誌の編集者を務め

るアハメット・トゥケル氏は、この特別ページが新た

な一歩を象徴するものだ、と述べます。さらにトゥケ

ル氏は次のように話します。「この特別ページは、一

体となったロータリーの国際的なイメージを推進す

ることになるでしょう。また、世界各地の編集者が協

力すれば、国際ロータリーの魅力や強みを伝えること

が可能となることを示すものです」 

インドのポリオ常在地域で状況が好転 

昨年、インドで報告さ

れたポリオ症例 864 件

のうち、40 パーセント

はウッタルプラデシ州

に集中していました。ま

た同州のポリオ発症件

数は、世界全体の統計の

4分の 1以上を占めてい

ました。インドで最も人

口の多いこの地域は、一

部の保健関係者から「ポリオウイルスのメッカ」と呼

ばれるほどです。しかし、最近この汚名を挽回するよ

うな新たな動きが見られるようになりました。 

2007 年、ウッタルプラデシ州では 339 件のポリオ

症例が見られ、その 80 パーセントがイスラム教徒の

居住地域から報告されていました。その後ロータリー

の主導する活動によって、2008 年 3 月までに、発生

件数を全20件中30パーセントまで抑えることに成功

しました。州内でポリオ撲滅活動を監督しているのは、

2007 年 7 月に国際ロータリーが設立したポリオ撲滅

のためのウラマー委員会です（ウラマーは、イスラム

法の専門家でイスラム教における指導者的存在）。設

立当初の会合では、イスラム教聖職者や各宗派代表者

200 名近くがインドのポリオ・プラス委員会発行の冊

子を受け取りました。この冊子には、ポリオの予防接

種がコーランで説かれる親の義務に値することが説

明されていたほか、ポリオ予防接種への誤解を解くこ

とのできる、ウラマー委員会委員の氏名と電話番号も

掲載されていました。 

委員会委員は、この会合の後、ポリオの症例が最も

多く報告され

るウッタルプ

ラデシ州の各

地区を訪れ、

ポリオ予防接

種は安全であ

り、イスラム

教の教えに反

するものでは

ないことを親

たちに説いて

回りました。1

月の執行委員

会会合でウラマー委員会の委員長を務めるアショ

ク・マハジャン RI 理事は次のように述べました。「ウ

ラマーは大きな貢献をもたらしてくれました。これま

でほとんど知識のなかったイスラム教徒の親たちに

もポリオ・プログラムを受入れてもらえるようになり、

成功を収めつつあります。イスラム教徒から大変崇拝

されているウラマーを通じて、私たちの保健への願い

を広めていきたいと思います」 

「ウラマー委員会の活動によって、イスラム教徒に

広まるポリオの誤解やあらぬうわさをほぼ完全に一

掃することができました。これからもポリオが撲滅さ

れるまで、活動を続けていきます」と話すのは、イン

ド聖職者協議会の会長であり、ウラマー委員会委員の

マウラナ・カーリッド・ラシド・フィランギ・マハリ

氏です。「私たちの宗教で、予防接種は禁じられてい

るなどということはありません。サウジアラビア政府

でさえ、子供連れでメッカとメディナを訪れる巡礼者

たちに、子供のポリオ予防接種の証明書を持参するよ

う通達を出しているくらいです」 

2008 年ロサンゼルス RI 国際大会 

6 月 15 日～18 日 
 ロサンゼルスは、国際ロータ

リーの年次国際大会としてはま

さに理想の舞台です。380 万人

の人口を持つこの大都市は、ロ

ータリー家族のように、さまざ

まな人種と国際的な活気を誇り

としています。米国第 2の都市、

ロサンゼルスは、スターが集ま

る映画産業から、美しい海岸沿

いの観光地やリゾートまで、活

気と文化で満ち溢れています。 

ウッタルプラデシ州およびインド全

域のポリオ撲滅に対する一般市民か

らの支援を募り、2 月に開催された 11

キロのラクナウ・ミニマラソンでは、

5,000 人以上のランナーが参加。 
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